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「からだ
・表現

・
かかわり一そ の 可能性をともに育むために一

」

企画
・
司会者　 本山益子 （岡崎女子短期大学）

話 題提供者　　西 洋子 （東洋英 和女 学院大 学）　 鈴木 裕子 （名 古屋柳城短 期大学 ）　 吉川京 子 （金沢 大学）

　　　　　　 浅 井由美 （岡崎女子 短期大学付 属第 二 早蕨幼稚園）　 平 野仁美 （蒲郡 市立みどり保育園）

企画 主 旨

　 子どもを取り巻く環境が大きく変わり、子どもの 育ちへ の 危

機が叫ばれて います。そして、子 どもの か らだや こころが健全

に育ってい ない 現状 を鑑み、い ろい ろな領域の専門職に携わ

る者達 が、子 どもの 人 間として の発 達を保障す るための 支 援

に つ いて模 索して い ます。

　 私達は 、「か らだとここ ろを柔軟にして、子どもか ら溢れで る

メッ セージに向き合うこと。 子どもとともに 表現する営み の なか

で、子どもも保育者も、自らの 可能性を育んでいくこと。」（西他

2003）そん な身体表 現活動 へ の 思い をずっ と温 めてきました。

そ して、この ような 活 動が 「保育内容」として、今こそ 子 ども達

に必 要だと確信してい ます 。 自分の 「からだ1で他者や物と「か

か わり」、さまざまなイメ
ージや心模様を「か らだ」や動きを通し

て 「表現1する活動の 場におい ては、子ども
・
学生

・
保育者

・
研

究者などがイメージ を共有し、自分の 「か らだ 」で共振しながら、
一

方 向咽 よなく双方 向に人 間として育ちあって い ます。それ は

身体表 現 が自分を表 すこ とだけにとどまらず、出会 うこ とで 生

じる受信
・
発信の キャ ッチ ボー

ル か ら共 振に 至 る活動だか ら

です。そこ で、その身体表現を核として、共振しながら育ちあ

っ て い る姿 を具体 的に確認 し、その 育ちあいが保 育の 中の 生

活全般に広がる可能性を探る場をもちたい と企画しました。

　 シ ン ポジウム では、身 体表 現活 動を実 践して い る異 なる立

場から、実践 での試み や育ちあい の 現状を報告 してい ただき

ます。まず、身体表現の実践の核となる人 材を育てる「養成

校」の 立場からは、短 期大 学で の 保育者養成 と、4大の 教育

学部における幼稚園教諭養成課程の現状を。そして、幼稚園

と保育所 の 「保 育現 場亅からは、子 どもの 育ちと、保 育者の 育

ちとい う2つ の 観 点で。さらに、インクル
ー

シ ヴな実践 をディレ

クタ
ーとい う立場からサポートされてい る「社会的な活動の 現

場」に つ いて もお話してい ただ きます。そして、広く身体表現活

動が、乳児から小学校に至るまでの 子どもや、そこにかかわ る

大 人の 育ちに とっ て、どの ような可 能 性をもっ て い るのか。そ

の可 能性を導く実践には、今、どの ようなことが求め られており、

そこに介在する問題 点は 何 なの か な どにつ い て、フロアーに ご

参加くださる皆さんと具 体的に検討したい と考えます 。

保育者養成における身体衷現、ともに育むために

鈴木裕子

　 勠 か ない か らだ、勸か ない ここ ろ
”

こ の悩 み やそ れを取 り巻く

問題の 端緒は、子どもばかりでなく、現代の若者たちにも通じてい

ます。自らの 体験か らの 体感が希薄な若者たちを、保育者に育て

るこ とは殊更に深刻です。保育者とい う仕事は、言葉 の未 成熟な

子どもを相手に 日 々 の生活の 援 助を行うの ですから．か らだを通

して子 どもの こころを受 けとめたり．自らの こころをか らだで 表 し伝

える豊か なか か わりが L今．強く求められ てい ます。ここ劉 ま、保育

者養成校に おける「身体表現」の 授業実践の 紹介を通 して、学生

の 気づきや育ちの プロセ ス を考えてみたいと思います。身体表現

という授 業が．保育者の からだを築い ていける可能性．さらにそれ

を保育内容の 具体的な実践にどの ように 関連づ けて い けばよい

の でしょうか。保育者養成 校における過密なほ ど：膨れ上がっ た

授業科目の なか で の位置づけや、表現領域の科 目のとらえ方に

も関わっ て 考えることができたらと考えてい ます。

教員養成カリキュ ラム に おける身体表現　　　　吉 川 京子

　 からだや 動きに よる自 由な身体表現は、幼稚園教育要 領

で は、保育内容の 「表現」領域に、小 学校学習 指導 要領で は、

体育科 の内容の 運動領域に、第1・2学 年で は 「基本の 運動」

領 域の 中の 「表現 リズム 遊び亅に、第3・4・56 学年では 「表現

運動」領域に 含まれて い ます。平成 to 年に改訂 され た小学

校 学習 指導 要領で は、心 と体を
一

体 として とらえた指導が重

要であ ることが強調され、従前の 「体操亅領域 が「体つ くり運

動」へ と変更され、「体ほぐし」にかかわる内容が新たに示され

ました。

　
一
方、教育職員免許法、教員免許法施行規則が、平成 10

年 に 改 正され、「保 育内 容に 関す る科 目1は 「保育内容の 指

導 法」となり、実 践力が求められて いま す。

　本シンポジウム TSiよ、教員養成課程における幼児の身体表

現指導法の 授業内容と受講生の 気づ きにつ い て 紹介 しなが

ら、からだや動きでか かわ る身体表現が、教員に 求め られ る

資質能 力や幼稚園教 員に求 め られ る専門性の 獲 得 へ と繋 が

っ ていく可能性、問題点を探ります。

身体衷現を通して 自分の 育ちを見る　　　　　 浅井由美

　「身体表現」をテーマ にした 2回の公 開保育 を経験すること

で 感じられ た、私の 育ち（変化 ）をお話したい と思い ます。

　2002年 ：よ屮丿ア ル なイメ
ージを持っ て表現させたい と思い 、
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保育者が主 になっ て テ
ーマ を選びました。絵本 を読 ん で、実

際に 小動 物を飼 育し、とに か く興 味が 持て るように しました。し

かし、当日は何 とか子ども達 をまとめよう、上手に 表現 するとこ

ろを見せようとして、子ども達 の 声を聞い たり動きを十分に認

めることが できません で した。表現させることにこだわりL 共に

感動 を味わ うこ とを忘れてしまっ てい たの です。自分で ま子 ど

もを見て いるつ もりで も、子ども達 を強 引に ひ っ ぱり全員そろっ

て 体を動か すことに とらわ れ すぎたと反省しました。

2003 年 ：保育者の 取り組み やすい 題材 を初めに選 ぶ の で

はなく、子ども達の 様子をじっ くり見ることか ら始めました e どん

なことに 興 味を持 って い るの か、どん なことを楽しい と感じるの

か を探り、普段の 子ども達の 会話や 動きか らい ろい ろなテ
ー

マ

を見 つ け、とに か く子どもた ちと表現 して楽 しむこ とに専念 しま

した。決して 自分 の 思う方 向に進 んで い なくて も、子 ども達 の

声を聞くことや子ども達の ユ ニ
ークな表現を認めることが出来

るように 努力して い きました。子どもたち一人
一人は様々 な感

じ方 をし、い ろい ろな動 きで ア ピール して きます。保育者が ひ

っぱ るの でなく、時に は 動くこ とを止め て子どもたちと話 し合う

場面を持つ ことが少しずつ で きるようになりました。「先生、僕

こ んな風にした ！見てみて！」に んなの 考えたよ ！］「あ一、楽

しか っ た ！またや ろうね ！J「今 度どんなことや るの ？］と子ど

もたちが声で 体でア ピ
ー

ル することと心を通わせ 、身体表現を

することの 楽しさをますます実 感してい ます。　 　 　 　 ・t

身体 表現 を通しての子どもの育ち　　　　・　 平 野仁美

　保育士に なって 30年 。 ずっ と子どもとの 身体表 現を楽しん

rt 、ます。そん な私の 実践か ら子どもの様子をお話します。

　【乳 児 期 】個々 の 発 達にそれ ぞれ ちが い は ありま す が、音

楽 がか かると、自然に 多くの 子どもたちの 身体 が動き、に こに

こ 顔 で機 嫌がよくなります。音 楽やリズ ム に 反応 し、手 や頭 な

どを動かす様子が見られます。月齢が進むにつ れ、自分の 身

の 周りの 刺激に 反応し、身体をさらに動か して楽しむように なり

ます。散歩に 出か1†た時、犬や猫に 出会い 鳴きまねをしたり、

動きをよく見 て取 り込ん で来 ると、保育室に戻 り犬や 猫に なっ

て 動きを楽しん でい ます。言葉で言 えなくても身体を動か し、

そのもの になりきっ て 遊ぶこ とがで きるようになります 。 乳児が

生活の 中で 自然に 動い て楽しん でい る姿をまるごと受け容れ、

保 育者は、意識してその 動きを一緒 に やっ て楽 しんだり、ごっ

こ遊びに つ なげることを、ここTtま身体表現遊びと考え ることに

します 。
これ を通して、  人や物 を意識 す る。  好 奇心 が高

まる。  探索活動が活発に なり言葉の 取得数も増え、自己主

張できる。  身体で 共感することができ、色々 なことに 関心を

示 し、自分からかか わっ てい くこ とがで きる等が育っ てい ると考

えます。

　【幼 児期 】基礎 的な運 動機能 力を身に つ け、話し言葉 も活

発 に なり動く楽しさがわか っ てきます。友だ ち関係 も広が り自

分 の まわりのこ とに深くかか わるように なります。個人差はあり

ます が、身体表 現をす るこ とで、  心の 開放ができ自分らしさ

が出せ る。   言葉かけをよく聞き、考え たり工 夫したりする。 

友だちの 動きを取り込んで．自分の動きに 変化 をつ けるこ とが

できる。  題材 へ の 興味 が深 まりその ものをよく見る。  友だ

ちを認めることがで き、ル
ー

ル のある遊びが楽しめ る。  友だ

ちの動きに 共感して、イメージを共有 できる。   架空の世界で

の 遊 びが 楽しめ、気持ちが込められ る。  他者になる喜びが

味わえる。  その 子自身の 夢をふくらませ、豊な感性が育つ

等 を、日 々 実感して楽しん a 、ます。

み ん な が 共に 表現 し・育ちあうフィ
ール ドを

　　　　西 洋 子 （『み んなの ダンス フィ
ー

ル ド』ディレクタ
ー
）

身体表現活動は、からだや動きで自由な表現を楽しむこ とで、

ひ とりひ とりの 活動者の 感性や創造性を育む活動 です。また、こ

の 活動では、お互い の 個性を尊重 することで 自己 と他者との 豊

かなかか わりが生まれ て い きます。私 た ちはこのような 身体表

現の 特性を活か すことで、地域社会の 中で障害の ある子どもと

ない 子どもが共に表現 活動を楽しむことができない だろうかと考

え、さまざまな試行錯 誤を重ね てきました。

1998年に、6名の 子どもか らはじめた『みんなの ダンス フィ
ー

丿レド』（Inciusive　Fidd　for　Dance，

htt／ home　a　 e2nlft　 com ／co
−dance／）に 1よ、車い すの 子ど

もや車いすではない子 どもがい ます 。 活動をはじめた頃の 子ども

たちは、障害φ有 無から牢じる様々 な差異に大い に戸惑っ τい

ましたが、それぞれの か らだで 自由に 表現 するプロセ ス を通して、

お 互い の 身体的個 性を認め 合い なが ら独 自の 新 しい 表現世界

を築い てきました。そしてまた、共に 表現する活動を継続す るこ

とで 共感的理解が深まり、強い仲間意識 こ支えられながら個々

の心理的
・
社会的発達が促されて いきました。

現在、この フィ
ー

ル 阿ま、幼 児か ら大学 生まで の 子どもたち、ボ

ラン ティア の 社会人、保護者の 方々、そして 様 々な領域 の研究

者 や教 師たち…総 勢60名以上 の メンバ ーが集う場 となりました。

ひ とりひとりが 自eをみ つ め つ つ 、共に 表 現レ 育ちあうことを目

指して、また、活動自体が常に 地域社会に ひらかれたものであ

ることを願い ながら、様々 な新しい 試みに挑戦してい ます。例え

ば子 育て支援の
一環としてワ

ークショッ プを企 画
・
実施した殊児

童館との 定期的な交流会を行っ た り、インクル ーシヴな身体清

動をテ
ーマ とする教 員研修会の 丿一ダー役をメンバ ー

み んなで

務めたり…。ひ とつ ひ とつ の 機会には、新しい
’‘
み んな

tt

との 出

会いがあり、共に表現し
・
育ちあう経験はより豊かに広がります。

今回の シン ポジウム 召 よ、「み んなの ダン ス フィ
ー

ル ド亅の 活動

の 様子 をVTRで 紹介しながら、身体 表現をコ アとするインクルー

シヴな活勦 の成 果や課題をお話 したい と思います。
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